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自生環境

生育を脅かす要因

道ばたや畑のまわりなど、 身近な場所にたくさん生えている１年
草です。 茎はふつう直立し５０ｃｍくらいの高さになりますが、
草丈や茎の枝分かれ具合は、 環境に応じて大きく変動します。
茎の先につく新葉は赤茶色っぽくなる傾向があります。

　エノキグサは個体変異が大きいため、いくつかの
品種や変種が記録されています。 雄花が緑色で、
葉の表面に毛がびっしりと生えるのがビロードエノ
キグサです。 また葉がとても細長く、表面が無毛
のタイプをホソバエノキグサ、 ホソバエノキグサほど
ではないものの葉が細長く、毛が多いタイプをナ
ガバエノキグサと言います。 ホソバエノキグサとナガ
バエノキグサの雄花は赤茶色です。

個性豊かなエノキグサ

市内全域、 身近な場所に
ごく普通です。 ナガバエノ
キグサとビロードエノキグサ
は少数ですが、 たまに見か
けます。

千葉県野田市の植物を動画で紹介！わぴちゃんねる
https://www.youtube.com/channel/UCJvrXBJegnWATWd-UZsNzCA

夏から秋にかけて、 茎の先や葉のわきに花を咲かせます。 雄
花は赤茶色で穂になってつきます。 ひとつひとつの花はとても
小さく、開花すると花びらが 4 つに開きます。 雌花は 「編み笠」
を裏返したようなかたちの苞の上にちょこんと乗っかるようにつ
きます。 この苞の様子からアミガサソウという別名もあります。

名前の由来は葉が樹木のエノキ （アサ科） に似ることにちなみ、
実際に質感はよく似ています。 ただ葉のかたちは株ごとの個性
が出やすく、 中にはとても細長い葉をつける株もあります。

市内の分布状況
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エノキグサ（榎草）

Acalypha australis L.

市内全域にごく普通で、 今のところ
絶滅の心配はありません。 しかし目
の敵にしすぎるのは考えもの。 地域
に咲く野の花として、 やさしく見守る
気持ちを大切にしたいところです。
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